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本工法の適用イメージ



本工法の適用例



機構イメージ図

口元パッカー
（スクリュー付き口元鋼管）

注入孔付き中空補強材

耐加圧脱水性能を
有した注入材

主な特長
○加圧注入により、引抜き抵抗力
の高い注入体を造成
→周面摩擦抵抗の増強および注入
体拡張による引抜け抵抗力が増加

○専用の中空補強材と口元パッ
カーによる確実な加圧注入と効率
的な施工
→補強材全域からの加圧注入が可

能で、削孔と加圧注入が別工程で
施工可能

○地盤に応じた注入配合と注入管
理システムにより、注入をコント
ロール
→地盤状況に応じた注入が可能



専用注入材の配合および性能
専用注入材の標準配合(1m3当り)

専用注入材の標準的な性能



本工法における定着材と周辺地盤との許容摩擦
抵抗力は、地山の土質、強度、補強材に作用する
拘束圧、補強材周辺面積等を勘案して適切に設定
する必要があり、対象地盤における適合性試験に
より決定する方法が望ましい。

定着材と周辺地盤との許容摩擦抵抗力



注入孔付き中空補強芯材と定着材との許容付着
応力度は1.6N／mm2 を採用する。なお、注入材の
設計基準強度は24N／mm2 以上とする。

中空補強芯材の細径部分の周長は128mmである
ことから、1m当たりの芯材と注入材との付着強度
は205kN となる。

芯材と定着材との許容付着応力



・本工法の適用範囲は、N 値10 以下の砂質土地盤
及びN 値5 以下の粘性土地盤とする。
⇒ただし、適合性試験を実施し、要求される性能
を満足する結果が得られる場合には、地盤強度に
おける適用範囲を制限しない。

・本工法の特長が最大限発揮できる適用範囲はN 
値5 程度よりも緩い砂質土地盤である。

本工法における適用範囲



本工法における補強材径

備 考標準補強材径対象地盤

N値3～5の地盤
強度での実験値
より設定

φ230mm
（最大φ300mm）砂質土

φ150mm
（最大φ150mm）粘性土



試験地概要
• 平均N値5程度の砂質土（盛土）



出来形
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拡張した注入体付近においては、
比較的軟弱だった底部（2.3m以
下）でN値がやや増加傾向

拡張した注入体で盛土のN値は増加
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N値 • 施工前と施工後のN値の比較

注入体近傍の乾燥密度は
1.37→1.44に増加（N値10相当）

施工前 施工後



施工手順



• 先行削孔（1.5m）を実施することで比較的容易に施工できる
② スクリュー付き口元鋼管の施工性

※地山の乱れを可能な限り低減するため、削孔水は使用せずに行う。



スクリュー付き鋼管の形状
（口元パッカーの役割を担う）



加圧脱水時の注入材の性状（加圧注入後）

本工法の注入材
（加圧脱水無し）

通常の注入材
（加圧脱水有り）

耐加圧脱水性能を有する注入材を採用することで、注入
材が脱水硬化することなく、拡径が可能となる



芯材

注入材

加圧注入

加圧脱水注入材

盛土地盤

従来の地山補強土
（ネイリング）

本工法

耐加圧脱水性の注入材の拡径機能



スクリュー付き鋼管が使用できない場所



ご清聴ありがとうございました


